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8日・山の日　9日・振替休日8月◆  8月の税務と労務

8 2021（令和3年）

電子納税証明書の印刷利用が可能に　e-Taxで取得した電子納税証明書を紙に印刷し
たものは、これまで納税証明書として利用できませんでしたが、7月から電子納税証明
書をPDFデータで受け取ることが可能となり、印刷したものを利用できるようになりま
した。これに伴い、証明書は偽造防止技術を施した新デザインに変更されています。

国　税／ 7月分源泉所得税の納付 8月10日

国　税／ 6月決算法人の確定申告（法人税・消費税等）

 8月31日

国　税／ 12月決算法人の中間申告 8月31日

国　税／ 9月、12月、3月決算法人の消費税等の中間

申告（年3回の場合） 8月31日

国　税／ 個人事業者の消費税等の中間申告 8月31日

地方税／個人事業税第1期分の納付

 都道府県の条例で定める日

地方税／個人住民税第2期分の納付

 市町村の条例で定める日

暑
中
お
見
舞
い

　
　
　
申
し
上
げ
ま
す

百合
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8 月号 ─ 2

　

育
児
・
介
護
休
業
法
で
は
、
負
傷

し
た
り
病
気
に
か
か
っ
た
子
の
世
話

を
す
る
労
働
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る

休
暇
と
し
て
「
子
の
看
護
休
暇
」、

要
介
護
状
態
に
あ
る
家
族
の
介
護
を

す
る
労
働
者
に
対
し
与
え
ら
れ
る
休

暇
と
し
て
「
介
護
休
暇
」
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
令
和
三
年
一
月
一

日
に
同
法
施
行
規
則（
以
下
、「
則
」）

等
が
改
正
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
休
暇
を

柔
軟
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る（
時

間
単
位
取
得
）
よ
う
に
見
直
し
が
行

わ
れ
、
今
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
が
進
む
中
で
、
経
営

者
と
し
て
知
っ
て
お
き
た
い
改
正
で

す
の
で
、
制
度
の
概
要
と
改
正
点
を

見
て
い
き
ま
す
。

一
　
制
度
概
要

　
「
子
の
看
護
休
暇
」
と
「
介
護
休

暇
」
は
、
育
児
・
介
護
休
業
法
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
制
度
で
、
概
要
は
、

以
下
の
と
お
り
で
す
。

１　
子
の
看
護
休
暇

㈠　

対
象
者
・
日
数

　

小
学
校
就
学
前
の
子
を
養
育
す
る

労
働
者
は
、
事
業
主
に
申
し
出
る
こ

と
に
よ
り
、
一
年
度
に
五
日
（
小
学

校
就
学
の
始
期
に
達
す
る
ま
で
の
子

が
二
人
以
上
の
場
合
は
、
一
〇
日
） 

を
限
度
と
し
て
、
子
の
看
護
休
暇
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※　
「
一
年
度
」
と
は
、
事
業
主
が

特
に
定
め
を
し
な
い
場
合
に
は
、

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月

三
十
一
日
と
な
り
ま
す
（
介
護
休

暇
も
同
様
）。

㈡　

申
出

　

子
の
看
護
休
暇
は
、
次
の
事
項
を

事
業
主
に
伝
え
て
取
得
し
ま
す
（
則

三
五
条
）。

・　

労
働
者
の
氏
名

・　

申
出
に
係
る
子
の
氏
名
及
び
生

年
月
日

・　

看
護
休
暇
を
取
得
す
る
年
月
日

（
一
日
未
満
の
単
位
で
取
得
す
る

場
合
に
は
、
看
護
休
暇
の
開
始
及

び
終
了
の
年
月
日
時
）

・　

申
出
に
係
る
子
が
負
傷
し
、
若

し
く
は
疾
病
に
か
か
っ
て
い
る
事

実
、
又
は
疾
病
の
予
防
を
図
る
た

め
に
必
要
な
世
話
を
行
う
旨

※　

育
児
・
介
護
休
業
法
の
「
育
児

休
業
」
は
育
児
休
業
開
始
の
一
か

月
前
に
申
し
出
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、「
子
の
看
護
休
暇
」

は
申
出
の
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。
看
護
休
暇
の
利
用
は
緊

急
を
要
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か

ら
、
当
日
の
電
話
等
の
口
頭
の
申

出
で
も
取
得
を
認
め
、
書
面
の
提

出
等
を
求
め
る
場
合
は
事
後
と
な

っ
て
も
差
し
支
え
な
い
こ
と
と
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

㈢　

賃
金

　

法
律
で
は
、
休
暇
を
与
え
る
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
る
の
み
で
あ
り
、

休
暇
中
の
賃
金
の
有
給
・
無
給
は
自

由
に
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２　
介
護
休
暇

㈠　

対
象
者
・
日
数

　

要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家
族
の

介
護
や
世
話
を
す
る
労
働
者
は
、
事

業
主
に
申
し
出
る
こ
と
に
よ
り
、
一

年
度
に
五
日
（
そ
の
介
護
、
世
話
を

す
る
対
象
家
族
が
二
人
以
上
の
場
合

は
、
一
〇
日
）
を
限
度
と
し
て
、
介

護
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

㈡　

申
出

　

介
護
休
暇
の
申
出
は
、
次
の
事
項

を
事
業
主
に
伝
え
て
取
得
し
ま
す

（
則
四
一
条
）。

・　

労
働
者
の
氏
名

・　

対
象
家
族
の
氏
名
及
び
労
働
者

と
の
続
柄

・　

介
護
休
暇
を
取
得
す
る
年
月
日

（
一
日
未
満
の
単
位
で
取
得
す
る

場
合
に
は
、
介
護
休
暇
の
開
始
及

び
終
了
の
年
月
日
時
）

・　

対
象
家
族
が
要
介
護
状
態
に
あ

る
事
実

※　

子
の
看
護
休
暇
と
同
様
に
、
申

出
は
書
面
の
提
出
に
限
定
さ
れ
て

お
ら
ず
、
口
頭
で
の
申
出
も
可
能

で
す
。

　

ま
た
、
当
日
の
電
話
等
の
申
出
で

も
取
得
を
認
め
、
書
面
の
提
出
等
を

求
め
る
場
合
は
事
後
と
な
っ
て
も
差

し
支
え
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

㈢　

賃
金

　

子
の
看
護
休
暇
と
同
様
に
、
休
暇

中
の
賃
金
の
有
給
・
無
給
は
自
由
に

定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
に
よ
る

家
族
の
た
め
の
休
暇
制
度

︵
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
︶



3 ─ 8 月号

二
　
改
正
点

１　
取
得
単
位

㈠　

時
間
単
位
の
取
得

　

こ
れ
ま
で
は
、「
一
日
単
位
」
又

は
「
半
日
単
位
」
で
の
取
得
で
し
た

が
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
令
和
三
年

一
月
よ
り
「
時
間
単
位
」
で
取
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
時
間
」
と
は
、
一
時
間
の
整
数

倍
の
時
間
を
い
い
、
労
働
者
の
希
望

す
る
時
間
数
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
二
時
間
単
位
で
の
看
護
・
介
護

休
暇
の
取
得
の
み
認
め
、
一
時
間
単

位
で
の
取
得
を
認
め
な
い
こ
と
と
す

る
よ
う
な
取
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

㈡　

所
定
労
働
時
間
に
一
時
間
に
満

た
な
い
端
数
が
あ
る
と
き
の
扱
い

　

一
日
の
所
定
労
働
時
間
数
が
「
七

時
間
三
〇
分
」
の
よ
う
に
、
一
時
間

に
満
た
な
い
端
数
が
あ
る
事
業
所
の

場
合
は
、「
三
〇
分
」
の
端
数
を
切

り
上
げ
て
、
八
時
間
分
の
休
暇
を
取

得
し
た
と
き
に
「
一
日
分
」
を
取
得

し
た
扱
い
と
な
り
ま
す
。

㈢　

日
ま
た
は
労
働
者
に
よ
り
所
定

労
働
時
間
が
異
な
る
場
合
の
扱
い

　

日
に
よ
っ
て
所
定
労
働
時
間
数
が

異
な
る
場
合
に
は
、
一
年
間
に
お
け

る
一
日
平
均
所
定
労
働
時
間
数
を
用

い
、
一
年
間
に
お
け
る
総
所
定
労
働

時
間
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
所
定
労
働
時
間
数
が
決
ま
っ
て

い
る
期
間
に
お
け
る
一
日
平
均
所
定

労
働
時
間
数
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
社
内
に
所
定
労
働
時
間
が

異
な
る
労
働
者
が
混
在
し
て
い
る
場

合
は
、
何
時
間
分
の
時
間
単
位
の
子

の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
で
「
一
日

分
」
の
休
暇
と
な
る
か
は
、
全
社
で

一
律
で
は
な
く
、
労
働
者
ご
と
に
決

ま
り
ま
す
。
例
え
ば
、
一
日
の
所
定

労
働
時
間
数
が
七
時
間
の
労
働
者

は
、
七
時
間
分
の
休
暇
で「
一
日
分
」

の
休
暇
と
な
り
、
一
日
の
所
定
労
働

時
間
数
が
八
時
間
の
労
働
者
は
、
八

時
間
分
の
休
暇
で
「
一
日
分
」
の
休

暇
と
な
り
ま
す
。

㈣　

取
得
の
時
間
帯

　

時
間
単
位
の
休
暇
は
、
始
業
の
時

刻
か
ら
連
続
し
、
ま
た
は
終
業
の
時

刻
ま
で
連
続
す
る
時
間
単
位
で
の
子

の
看
護
・
介
護
休
暇
の
取
得
を
可
能

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
主
が
講
ず
べ
き
措
置

に
関
す
る
指
針
で
は
、
看
護
や
介
護

を
必
要
と
す
る
家
族
の
状
況
や
、
労

働
者
の
勤
務
状
況
等
に
柔
軟
に
対
応

す
る
た
め
、
い
わ
ゆ
る
「
中
抜
け
」

に
よ
る
時
間
単
位
で
の
取
得
を
認
め

る
な
ど
、
制
度
の
弾
力
的
な
利
用
が

可
能
と
な
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
（「
中
抜
け
」
の
導
入

は
義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

２　
対
象
労
働
者

　

従
来
、
一
日
の
所
定
労
働
時
間
数

が
四
時
間
以
下
の
労
働
者
は
、
半
日

単
位
で
の
子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休

暇
の
取
得
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

改
正
後
は
、
時
間
単
位
で
の
取
得
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
業
務
の
性
質
や
実
施
体

制
に
照
ら
し
一
日
未
満
の
単
位
で
休

暇
を
取
得
す
る
こ
と
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
」

と
し
て
労
使
協
定
を
締
結
し
た
場
合

は
、
事
業
主
は
、
該
当
労
働
者
か
ら

の
時
間
単
位
で
の
取
得
の
申
出
を
拒

む
こ
と
が
可
能
で
す
。

三
　
就
業
規
則
の
規
定

　

子
の
看
護
休
暇
・
介
護
休
暇
の
制

度
を
変
更
す
る
と
き
は
、
就
業
規
則

の
変
更
も
併
せ
て
行
い
ま
し
ょ
う（
常

時
使
用
す
る
労
働
者
が
一
〇
人
以
上

の
場
合
は
、
作
成
お
よ
び
労
働
基
準

監
督
署
へ
の
届
出
を
要
し
ま
す
）。

　

こ
こ
で
は
、「
子
の
看
護
休
暇
」

の
規
定
例
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
介

護
休
暇
に
つ
い
て
も
定
め
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

第
○
条

1　

小
学
校
就
学
の
始
期
に
達

す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る

従
業
員
（
日
雇
従
業
員
を
除

く
）
は
、
負
傷
し
、
又
は
疾

病
に
か
か
っ
た
当
該
子
の
世

話
を
す
る
た
め
に
、
ま
た
は

当
該
子
に
予
防
接
種
や
健
康

診
断
を
受
け
さ
せ
る
た
め
に
、

就
業
規
則
第
◯
条
に
規
定
す

る
年
次
有
給
休
暇
と
は
別

に
、
当
該
子
が
一
人
の
場
合

は
一
年
間
に
つ
き
五
日
、
二

人
以
上
の
場
合
は
一
年
間
に

つ
き
一
〇
日
を
限
度
と
し

て
、
子
の
看
護
休
暇
を
取
得

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

場
合
の
一
年
間
と
は
、
四
月

一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
期
間
と
す
る
。

2　

子
の
看
護
休
暇
は
、
時
間

単
位
で
始
業
時
刻
か
ら
連
続

又
は
終
業
時
刻
ま
で
連
続
し

て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



8 月号 ─ 4

　労働施策総合推進法の改正により、令和
3年4月1日から、常用労働者数301人以
上の企業においては、求職者が容易に閲覧
できるかたちで正規雇用労働者の中途採用
比率を公表することが義務づけられました。
　この制度は、労働者の主体的なキャリア
形成による職業生活のさらなる充実や再チ
ャレンジが可能となるよう、中途採用に関
する環境整備を推進することを目的として
設けられたものです。
１　公表内容
　直近の3事業年度の各年度について、採
用した正規雇用労働者の中途採用比率（中
途採用者／正規雇用労働者×100で算出、
小数点以下第1位を四捨五入）を公表しま
す。対象となる「正規雇用労働者」とは、
短時間労働者及び有期雇用労働者の雇用管
理の改善等に関する法律第2条の「通常の
労働者」をいい、その労働者の雇用形態、

賃金体系等（例・労働契約の期間の定めが
なく、長期雇用を前提とした待遇を受ける
ものですが、賃金の主たる部分の支給形態、
賞与、退職金、定期的な昇給又は昇格の有
無）を総合的に勘案し判断します。
　契約社員として契約後、正規雇用労働者
に転換した場合などは、正規雇用労働者に
転換した事業年度における中途採用として
取り扱います。
　なお、公表対象となる年度内に採用し、
勤務を開始した者については、公表時点で
退職済みであっても、中途採用比率の計算
に含めます。
２　公表方法
　公表は、おおむね年に1回、公表日を明
らかにして、インターネットの利用その他
の方法（事業所への掲示や書類の備え付け
等、求職者等が容易に閲覧できる方法）に
より行います。
　自社のホームページがない場合は、厚生
労働省が開設する職場情報総合サイト「し
ょくばらぼ」を利用することもできます。

中途採用比率の公表

　労働者が新型コロナウイルス感染症のワ
クチン接種を受けたことで健康被害が生じ
た場合の労災保険給付の取り扱いについて
みていきます（厚生労働省Q＆Aより）。
　ワクチン接種については、通常、労働者
の自由意思に基づくものであることから、
業務として行われるものとは認められず、
これを受けることによって健康被害が生じ
たとしても、労災保険給付の対象とはなり
ません。ただし、医療従事者等に係るワク
チン接種による健康被害は、労災保険給付
の対象とされます。
　医療従事者等に係るワクチン接種は、労
働者の自由意思に基づくものではあるもの
の、医療機関等の事業主の事業目的の達成
に資するものであり、労災保険における取
扱いとしては、労働者の業務遂行のために
必要な行為として、業務行為に該当するも
のと認められるためです。なお、高齢者施
設等の従事者に係るワクチン接種について
も、同様の取扱いとなります。

ワクチン接種による健康被害　
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
公
正
な
採
用
選
考
を
確
保
す
る

観
点
か
ら
、
一
般
財
団
法
人
日
本
規

格
協
会
が
示
す
J
I
S
規
格
の
履

歴
書
の
様
式
例
の
使
用
が
推
奨
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
J
I
S
規
格
の

履
歴
書
の
様
式
例
が
削
除
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
令
和
三
年
四
月
に
新
た
な

様
式
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
従
来
と
の
相
違
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①
　
性
別
欄
は
「
男
・
女
」
の
選
択

で
は
な
く
任
意
記
載
欄
に
変
更
。

未
記
載
と
す
る
こ
と
も
可
能
。

②
　「
通
勤
時
間
」「
扶
養
家
族
数（
配

偶
者
を
除
く
）」「
配
偶
者
」「
配
偶

者
の
扶
養
義
務
」
の
各
項
目
は
設

け
な
い
こ
と
に
し
た
。

　
な
お
、
履
歴
書
の
様
式
に
法
的
拘

束
力
は
な
く
、
当
該
様
式
の
使
用
は

個
別
の
企
業
に
お
い
て
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

新
た
な
履
歴
書
の
様
式
例


